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遺
跡
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縄
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近
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
田
島
城
跡
は
、
白
水
川
扇
状
地
に
張
り
出
し
た
舌
状
の
丘
陵
地
の
先
端
部

に
立
地
す
る
。
本
丸
及
び
二
の
九
の
一
部
に
は
、
現
在
東
根
市
立
東
根
小
学
校

が
建

っ
て
い
る
。

小
田
島
城
は
、
正
平
二
年

盆

三
四
七
）
に
小
田
島
長
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に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
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伝
え

ら
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っ
た
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江
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期
に
も
最
上
氏
の
支
城
と
し
て
里
見
氏
が
城
主
を
務
め
た
が
、
元
和
八
年

（
一

六
壬

し
、
最
上
氏
の
改
易
に
伴

っ
て
、
城
は
山
形
藩
預
か
り
と
な
り
、
寛
文

元
年

（
三
ハ
六
こ

に
廃
城
と
な
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
遺
構

。
遺
物
が
出
土
し
て

い
る
。
中
で
も

一
四
世
紀
後
半
か
ら

一
五
世
紀
初
頭
ま
で
、　
三
ハ
世
紀
末
か
ら

一
七
世
紀
前
葉
ま
で
の
時
期
の
遺
構

。
遺
物
が
多
い
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
本
丸
と
二
の
九
の
北
に
位
置
す
る
龍
興
寺
沼
の
西

岸
及
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北
岸
か
ら
計

一
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点
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
は

一
四
世
紀
後
半
か
ら
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五
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紀
初
頭
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も
の
が
多
い
。
龍
興
寺
沼
は
自
然
の
沢
を
せ
き
止
め
て
作
ら
れ

た
人
工
の
沼
で
、
本
九
と
二
の
九
の
一
部
を
囲
む
堀
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

沼
の
北
岸
、
西
の
三
の
九
に
位
置
す
る
龍
興
寺

（中
世
に
は
普
光
寺
）
境
内
に
は
、
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平

一
一
年

（
〓
一一五
工０

の
年
号
が
記
さ
れ
た

「普
光
寺
の
梵
鐘
」
が
あ
る
。

ま
た
、
付
近
に
は
龍
神
神
社
が
あ
り
、
城
内
の
宗
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的
な
空
間
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
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①
は
圭
頭
を
呈
し
、
下
端
は
平
ら
で
あ
る
。
裏
面
は
上
端
が
面
取
り
状
に
削

ら
れ
、　
一
面
に
ス
キ
漆
が
塗
ら
れ
る
。
②
③
は
圭
頭
を
呈
し
左
右
に
ニ
カ
所
ず

つ
切
り
込
み
が
あ
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０
は
墨
が
失
わ
れ
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